
第14回 栄養指導に必要な基礎知識③　「栄養指導で用いる教材・媒体」
教科書の「栄養指導で用いる教材・媒体」の部分をあら
かじめ読み、予習を行っておくこと。

第15回 栄養指導関連の諸施策①　「日本人の食事摂取基準」
教科書の「日本人の食事摂取基準」の部分を予め読み、
予習を行っておくこと。

第12回 栄養指導に必要な基礎知識①　「栄養指導の基礎知識としての理論・モデル」
教科書の「栄養指導の基礎知識としての理論・モデル」
の部分を予め読み、予習を行っておくこと。

第13回 栄養指導に必要な基礎知識②　「栄養指導とカウンセリング」
教科書の「栄養指導とカウンセリング」の部分をあらか
じめ読み予習を行っておくこと。

第10回 栄養状態の評価と栄養調査①　「栄養状態の評価」
教科書の「栄養状態の評価」の部分をあらかじめ読み、
予習を行っておくこと。

第11回 栄養状態の評価と栄養調査②　「栄養調査」
教科書の「栄養調査」の部分をあらかじめ読み、予習を
行っておくこと。

第８回 栄養指導に関する主な指標②　「国民健康栄養調査」前半部分
教科書の「国民健康栄養調査」の部分をあらかじめ読
み、予習を行っておくこと。

第９回 栄養指導に関する主な指標③　「国民健康栄養調査」後半部分
教科書の「国民健康栄養調査」の部分をあらかじめ読
み、予習を行っておくこと。

第６回 栄養指導に関する主な法令③　「食育基本法」
教科書の「食育基本法」の部分をあらかじめ読み、予習
を行っておくこと。

第７回 栄養指導に関する主な指標①　「人口静態統計」と「人口動態統計」
教科書の「人口静態統計」と「人口動態統計」の部分を
あらかじめ読み、予習を行っておくこと。
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栄養に関する知識を多く修得していても、それを相手に伝え、行動を望
ましい方向に変えることが出来なければ栄養士の仕事は成り立ちませ
ん。
この授業では、栄養指導を行う際に必要となる基礎知識の習得と、栄養
指導の方法論について学んでいきます。

第１回 栄養指導の概念
シラバスを読み科目の概要を確認しておくこと。また教
科書の「栄養指導の概念」の部分を予習しておく。

第２回 栄養指導の歴史と現状①
教科書の「栄養指導の歴史と現状」の部分をあらかじめ
読み、予習を行っておくこと。

第３回 栄養指導の歴史と現状②
教科書の「栄養指導の歴史と現状」の部分をあらかじめ
読み、予習を行っておくこと。

試験 定期試験を実施する

教科書
栄養士のための栄養指導論　第7版
芦川修貮著　学建書院
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第４回 栄養指導に関する主な法令①　「栄養士法」
教科書の「栄養士法」の部分をあらかじめ読み、予習を
行っておくこと。

第５回 栄養指導に関する主な法令②　「健康増進法」
教科書の「健康増進法」の部分をあらかじめ読み、予習
を行っておくこと。

課題等への対応 授業外学修時間

課題の提出はないが、オフィスアワー等の時間に質問への対応を行う。
定期試験の結果については、追再試験期間中に対応する。

30～60分程度

回数 授業計画 学習課題（予習・復習）

５． 成績評価の方法と割合

授業方法

講義形式

◎ ○

３． 長崎県の栄養上の問題点を把握する

４．

科目の到達目標

１． 食生活の変遷と疾病構造の変化や、関連法規や各種基準について理解する

２． 栄養指導に必要な各種理論や技術を習得する

科目の主題 学修成果との関連（大◎、中〇、小△）

学生が栄養指導に必要な理論や技術、および基本的知識を修得することを目的とする。
１．「尽心」
誠実な人柄と

人間力

２．「創造」
高度な知性と

創造力

３．「実践」
明確な意思と

実践力
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